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村山 雄一

9月を過ぎ，新しい生活様式の試行錯誤が続いていますが，医学生の教育への影響は
大きく，大学人として学生の感染リスクを抑えつつ，効果的な外科系教育のあり方はど
うすべきか模索しています．学会の開催形式も web方式が一般化し，会議も Zoomで
事足りるようになり，ある面仕事の効率化が図られたプラスの変容もありますが，新し
く臨床実習が始まる学生たちに効率化だけではない，生身の患者さんの診療をオンライ
ンの時代にどう組み込んでゆけばよいか，大学の枠を超えた横断的な情報共有が必要で
あると頭を悩ませています．
本号手術手技では，慶應義塾大学の戸田正博先生による「脳神経外科と耳鼻科合同に
よる経鼻内視鏡頭蓋底手術」が掲載されています．脳神経外科は神経系の外科領域とし
て耳鼻咽喉科をはじめ眼科，形成外科，整形外科などの複数の専門科とかかわりがあ
り，小型の聴神経腫瘍や脊柱管狭窄症などの疾患ではそれぞれの診療科で診療が完結で
きるため，時には競合にもなり得ます．患者さんにとって最大の利益である質の高い安
全な治療は何かを明確にすれば，それぞれの科の得意なところを生かすことができ，患
者さんにとって大変有益な治療チームとなります．お互いに尊敬の念を持って競合では
なく，協業することの大切さを示された内容です．
山本保天先生，三村將先生からは連載で「高齢者，認知症と自動車運転」について紹
介していただいています．高齢者運転の自動車事故は増加傾向にあり，社会的な問題と
して対策が急務です．われわれ脳神経外科医が高齢者における運転能力を評価する機会
も増加することが予想され，身に付けておくべき評価方法をわかりやすく解説されてい
ます．
錦古里武志先生，渡辺賢一先生から遠位橈骨動脈を利用した脳血管内治療手技が報告
されています．橈骨動脈からのアプローチは，大動脈弓や頚動脈の蛇行が著しく，大腿
動脈経由が困難な際に有用な方法ですが，さらに遠位部からのアプローチとして紹介さ
れています．
他にも興味深い寄稿，投稿ばかりですので，ぜひご一読ください．
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